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【解説】
本資料は、GHQ/SCAP 民間情報教育局（CIE）が、日本におけるジャーナリズム教育の現状に

ついて調査した特別報告書の全訳である。原題は、“CIE&E Research Report: Journalism 
Education in Japan”となっており、1948 年 9 月 22 日に CIE 分析調査課によって発行された。（書
誌情報：Journalism Education in Japan, Box5238, RG331, GHQ/SCAP Records, NARA）
CIE は、本資料が発行される前にも、GHQ占領期日本におけるジャーナリズム教育について調

査している。だが、本資料が、もっとも詳細に調査し、その実相を浮き彫りにしたものと言える。
とはいえ、いくつかの事実誤認や間違いも散見されるため、適宜、原文を残しながら、注釈で指摘
している。
本資料は、GHQ占領期から現代へと、ダイナミックに変容した日本のジャーナリズム教育の有

り様を考えるための、一つの手がかりになるべく翻訳・紹介するものである。（小林聡明）
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序文
調査目的
本調査は、日本におけるジャーナリズム教育の変遷と現状を考察するものである。その目的は、
教育機関において、もしくは新聞社によって行われている記者訓練の状況を明らかにすることであ
る。

調査対象
本報告書は、1948 年から 1949 年までの学年度に実施された、日本の大学および記者訓練を実施

している新聞社で行われているジャーナリズム教育に関する限定的な調査結果を纏めたものであ
る。本調査は、各記者訓練プログラムの歴史的背景、現在の講座と予測される変化、在籍者数、
ジャーナリズム講師の人数、そしてジャーナリズム学生の職業訓練のための大学と新聞社の協力関
係を取り上げている。
本報告書は、日本新聞協会がジャーナリズム教育を推進するために行っている組織的努力につい
ても説明する。大学でのジャーナリズム教育に関する報道機関の代表的な言及は、1947 年と 1948
年の日本の新聞から抜粋した。そして、口述による言及は、新聞学科の教員の責任者らから得た。

典拠
日本の大学におけるジャーナリズム教育に関する主な情報の典拠は、それぞれのジャーナリズム
教育プログラムを促進するための財政支援への申請に関連して、日本新聞協会事業部教育委員会に
提出された個別の報告書である。この典拠からの情報は、東京の大学の教職員との会談、日本新聞
協会の代表者へのインタビュー、新聞記事から得た情報、そして 1947 年 6 月に発行された日本新
聞協会の調査報告書「日本の大学における新聞学科の現状」により、検証・補完される。本報告書
に使用されている情報は、大学設置認可申請で提出された報告書にある、1948 年 6 月 19 日の文部
省学校教育局大学教育課の秘書トコイ・シゲオ氏との会談によって、さらに検証された。
また、日本の新聞社における記者訓練に関する情報は、各新聞社の代表者から得たほか、一般的
な出版社の業界紙の記事からも得た。
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データの評価
本報告書は、上述の範囲内で、現在日本において新聞社と高等教育機関により行われている全て
のジャーナリズム教育プログラムに関して、完全で信頼できる情報を提供すると考えられる。

要約
1948-1949 年の学年度のあいだにおいて、公式のジャーナリズム職業訓練は、13 の大学によって
行われており、8つの大学は東京に位置し、5つの大学は日本の他の地域にあった。後者のうち、
東北学院大学は、総合大学の水準というよりはむしろ単科大学のようである。東京にある 8つの大
学の 1つ（東京大学）と、東京以外にある 5つの大学のうちの 3つ（神戸経済大学、京都大学、仙
台の東北大学）は国立で、日本政府により直接経営・維持されている。他の 9つの大学は私立であ
る。
上智大学を除き、日本の高等教育機関で正式に体系化されたジャーナリズム教育は、ごく新しい
もので、そのほとんどが第二次世界大戦の終結後に組織された。ジャーナリズムプログラムの大部
分は、1947 年 3 月と 4月に、民間情報教育局（CIE）のジャーナリズム特別コンサルタントとして
滞在したモット博士の助言に基づいて展開された。
日本の新聞社 2社のみが、体系だった職業記者訓練を行っている。それは、九州・福岡の西日本
新聞社と東京の読売新聞社である。日本新聞協会は、ジャーナリズム教育を支援するために大学に
補助金を支給するプログラムを通じ、おそらく日本のジャーナリズム教育の発展に最も効果的な役
割を果たしている。

Ⅰ．日本新聞協会
（1）

日本新聞協会は 1946 年 7 月に創立され、現在 119 の一般日刊紙、11 の Bクラスの新聞（週刊紙
や月刊紙）、そして 5つの通信社が会員になっている。会員の利益を守り、プレス・コードの遵守
を促進し、民主主義を推進し、報道の倫理的規範を高揚することを意図している。1947 年 12 月
23 日に文部省の基準協会により採択されたジャーナリズム教育規定は、日本新聞協会の助言と援
助により作られた。
1946 年 9 月に設置された教育委員会を通じ、日本新聞協会はジャーナリズム教育の促進に努め
た。理事長である伊藤正徳の指導のもとで、教育委員会の活動には、新聞学科を設置している教育
機関に対する財政的援助の提供が含まれた。
新聞社の幹部のなかには正式なジャーナリズム教育を妨げる者がいる。一方で、幹部の多くは、
各新聞社により行われる徒弟式訓練よりも効果的で科学的であると認識している。現在、大学にお
ける新聞学教育の基準が低いのは、それがごく新しいもので、経験を積んだ教員が不足しているた
めである。だが、日本新聞協会は新聞学の教員がアメリカで教育を受けることを望んでいる。日本
新聞協会は、現代新聞学の教科書を作ることと、新聞学科を設置している機関が近年の新聞を利用
できるようにすることを計画している。そして、新聞記者と新聞学科の学生が利用するための小規
模図書館の設置も計画している。
新聞協会は、全ての総合大学と単科大学を対象として新聞学科に関する調査を行い、同協会に認
定された新聞学科を提供する機関には、この目的のために加盟紙により設置された基金から助成金
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を提供する。新聞学科の教員資格や新聞学科の概要は、日本新聞協会の教育委員会により審査され
る。補助される講義には、ジャーナリズム理論、ジャーナリズム史、英字新聞の読み書き、新聞倫
理、新聞経営、そして新聞実習が含まれる。
日本新聞協会は、新聞学科を設置している 9つの大学に対し、総額 56 万円を提供した。東京の
機関では、早稲田大学、慶應義塾大学、日本大学と東京大学が助成を受けた。東京以外では、京都
の同志社大学、神戸経済大学、仙台の東北大学と東北学院大学が、新聞協会の財政支援を受けた。
日本新聞協会の教育委員会は、日本各地で新聞学の講義も提供している。1947 年 7 月以降、そ
の援助によって日本各地でいくつかの連続講義が開かれた。1948 年 6 月には、第 6シリーズの講
義が九州の別府で開かれ、第 7シリーズは 1948 年 8 月 6 日から 4日間にわたって北海道で開催さ
れた。第 8シリーズは、1948 年 9 月末に新潟で行われる予定である。これらは、さまざまな地域
の新聞学専攻の学生はもちろん、新聞記者も対象としている。
教育委員会は、ジャーナリズムのさまざまな面を扱うパンフレットや、年鑑も出版する。英語版
の年鑑は 1948 年に発行予定である。『新聞研究』と題した雑誌は 2ヶ月ごとに出版される。1948
年末までに、教育委員会は、プレスの自由委員会が編集した『新聞の自由と責任』を日本語に翻訳
して出版する予定である。

Ⅱ．日本の大学におけるジャーナリズム教育
東京の大学

中央大学
（2）

中央大学のジャーナリズム教育は 2つの講義に限られており、この 2つで、大学の学部生が 3年
間に履修すべき総 60 単位のうちの 1単位をなしている。
講義の目的は、ジャーナリズムにおけるキャリア訓練の提供することではなく、メディア分野に
ついて学生に教え、将来、新聞記者を目指す学生に進路指導を行うことである。
総数 1万人の学生のうち 450 人は、1948 年から 1949 年の間に小野秀雄教授が担当するこの 2つ
の連続講義「ジャーナリズム原理」と「ジャーナリズム史」に登録されている。それぞれの講義は
週 2時間で 15 週間にわたり、一学期あたり計 30 時間、つまり一学年度の間に 60 時間である。

慶應義塾大学
（3）

歴史
1946 年 10 月に、学部から独立した新聞研究室が慶應義塾大学に創立され、新聞学の講座もこの
プログラムの一部として設置された。日本新聞協会はこのプログラムに 12 万円の資金を与えた。
研究は、広告、国際関係、政治学、経済学、社会と文化の問題から、スポーツに至る分野で行われ
た。
新聞研究室は新聞研究所に改名された。大学は、新聞研究所の新聞学講義には単位を与えない
が、このジャーナリズムプログラムに独立した学部としての地位が与えられる 1949-50 年には単位
を与えられる予定である。現在、同研究所は、大学近くの旧徳川公爵邸にある家屋に入居している
が、来年大学の敷地に引っ越す予定である。CIE の元ジャーナリズム教育特別コンサルタントであ
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るモット博士の助言の結果、米山桂三教授の指導のもとで、研究所の学生たちは実習新聞『慶應義
塾大学新聞』を発行した。同紙は、大学が支給する配給紙を使っている。

研究所の科目
1948 年から 1949 年のあいだ、研究所の新聞学講義は大学のキャンパスで行われているが、研究

は研究所で行われている。新聞学の学生に提供された科目は以下の通りである。
1．新聞学の学生の必修科目：
新聞発達史
新聞経営論
新聞制作
編集と報道の歴史・理論（1948）

2 ．特殊科目：
世論、新聞と広告
新聞の実際
経済問題、時事解説
外国の新聞

3．放送目
「編集と報道の歴史・理論」を除き、上述の全ての講義は 1947 年から 1948 年にも行われていた。
また、1947 年 11 月の日本放送協会の協力で、以下の科目が設置された。
放送の計画と制作
ラジオと報道
世界の放送政策（1948 年 9 月）

多くの科目は、週に 2時間を座学にあて、1時間かそれ以上を実習にあてている。全日制の新聞
学の学生は通常週 10 時間の授業に出席し、単位のない実習に毎週ほぼ 20 時間を費やす。実践学習
は、「慶應義塾大学新聞」のような学生プロジェクト、協力的な取り決め、あるいは「東京新聞」
のスタッフとしての勤務によって行われる。新聞学クラブである金曜会が学生によって管理されて
いる。慶應義塾大学の学生は、隔月発行の英語雑誌のような “The Mita Campus”だけでなく、「三
田新聞」も発行している。

教員
新聞学研究所は、慶應義塾大学法学部の米山桂三教授の指導のもとに置かれている。彼は、行政
職務に加え、「世論」の科目を担当し、「慶應義塾大学新聞」の制作を監督している。1948 年 7 月
1 日まで助教授のポストは空席であったが、法学部助手の生田正輝が米山教授の助手となった。教
員は 4人の非常勤講師から構成される。彼らは小野秀雄、山根眞次郎、新田宇一郎と塚本寿一で
あった。現代ジャーナリズムの様々な面について議論するため、海外特派員やラジオの専門家など
の特別講師なども招聘された。
1947 年 10 月に「新聞編集論」を担当していた原田譲治が公職追放された結果、この科目はなく
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なった。臨時講師としては、有竹修二や西澤英一、名取壌之助、名取敏夫がいる。彼らはみな記者
であり、特別新聞プロジェクトの講義のために自分の時間の一部を割いている。ミヤマ・エジロ
ウ、井上泰三、ヤマザキ・イサミは、「ラジオ放送の技術と問題」を講義している。

大学と新聞社の協力関係
新聞研究所の学生のなかには、東京新聞の工場で新聞の仕事をする実習訓練を受けた者もいる。
この手配は、東京新聞社政治部長で研究所の講師でもあった塚本寿一を通じて行われた。将来、学
生が地元の新聞社で安定した雇用を得る機会が増えることを、米山桂三教授は期待している。

明治大学
（4）

歴史
明治大学では、1932 年 4 月に、学部卒を対象とする特別な一年制夜間新聞科が設置され、「新聞

高等研究科」と呼ばれた。1948 年 7 月 2 日までに、合計 757 名の学生がこの研究科に登録した。
卒業生の多くは、現在新聞業界で活躍している。
この大学の新聞学研究科は戦後から変わりがなく、新たな進展も計画されていない。その利便性
により、研究科は人気を保っている。

教育課程
1年コースは、二学期に分けられていて、それぞれ 18 週からなる。研究科修了後は、学生に証
明書が授与される。2つの 1時間の講義が、午後 5時 30 分から午後 8時のあいだに週 6回行われ
る。
学生は、新聞、雑誌、出版業界での仕事に直結する訓練として、新聞学の理論や実践に関する講
義を受ける。講義では以下のテーマが扱われる：

新聞学原理
新聞の編集と運営
特派員
雑誌と出版物
時事問題
社会問題と労働運動の歴史
現代政治史
外交史
思想史
ジャーナリズムの心理学
哲学
社会学（世論調査）
政治学
経済学
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民主主義と社会主義の研究
広告学
統計学
速記
米国事情の研究
中国事情
新聞体裁
放送概論
文学概論
新聞英語

学生は「明治大学新聞」と英字紙 “The Meiji Bulletin”で実習訓練を受ける。

教員
新聞学研究科は、専任教授である大塩亀雄教授の指揮下に置かれている。6人の専任の講師と、
通常 12 人以上いる非常勤講師が彼を補佐している。政治学や経済学、哲学、統計学などの基礎科
目は明治大学の教員が行い、専門科目は新聞業界や出版業界の経験者が担当している。以下の専門
家が、1948 年 7 月 2 日時点で新聞学教員の一員であった：

東京・朝日のテラダ・ツトムと嘉治隆一
東京・毎日のヨコヤマ・ゴイチとサトウ・アサゴロウ
東京新聞の富谷五鉄とナオミ・ゼンゾウ
日本経済新聞のオギ・トシユキと共同通信社のヨコチ・リンペイ

1948-1949 年の第 1 学期のあいだ、教員は 12 人の講師で構成された。一部の科目は短期間であ
るため、教員人事が頻繁に動いている。

大学と新聞社の協力関係
新聞高等研究科の卒業生には、東京新聞、共同通信、日本経済新聞で見習いを行える特権が与え
られている。新聞社の日常業務で時々実習訓練を受けるだけの学生もいれば、夏休みの間に、より
長期間働く学生もいる。

日本大学
（5）

歴史
1947 年 8 月 31 日、文部省は日本大学に対し、法文学部への新聞学科設置を許可した。同学科
は、法文学部に設置された同等な 7つの学科のうちの 1つである。新聞学科の卒業生には、法学士
の学位が授与される。
大学当局は、新聞学科創設のための資金集めが当面の課題であると考えていたが、最終的には、
日本新聞協会の助力と、連合国軍最高司令官総司令部の指導と助言により、実現された。この学部
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の関係者によれば、ジャーナリズム教育は、CIE の特別ジャーナリズムコンサルタントであるモッ
ト博士の助言に従い、組織化・体系化された。三年制の新聞学科の最初の課程が 1947 年に開始さ
れ、2年目は 1948 年、3年目は 1949 年に開始される。
日本大学新聞学科の設立は、新聞研究会が成立した 1921 年以来の努力の結果であり、新聞学の

講義が初めて導入された。当時、「日本大学新聞」は、慶應義塾大学（1917 年創立）の「三田新
聞」や東京帝国大学（1921 年 10 月創立）の「帝大新聞」の後を追って創刊された。この新聞の発
行部数は 4万部に達し、大学新聞界でも注目された。新聞学の講義に出席し大学新聞で働いていた
合計およそ 500 名の学生のうち、約 200 名が新聞社に就職している。

教育課程
新聞学科に入学した学生は、3年間で 33 科目を履修しなければならない。カリキュラムには、
この大学の様々な学部で行われている 25 の一般教養科目および必修科目と、新聞学科に設置され
ている 18 の専門新聞学科目のうちの 8科目が含まれている。
新聞学科目の数は増加しており、現在は新聞、雑誌、出版、放送、映画や世論調査の分野を扱っ
ている。
1948 年 7 月 3 日時点で一年次のクラスに在籍しているのは、7人の特別学生を含めて 66 人の学

生で、うち女性が 1人だけいる。二年次のクラスに在籍しているのは、7人の特別学生を含めて
41 人の学生で、うち 2人が女性である。新聞学科の学生は、現在、法文学部に登録されている学
生全体の 18％を占めている。
1948 年から 1949 年に日本大学新聞学科で設置されている科目は以下の通りである。

第一種科目 単位 時間 /週
新聞原理 1 2
出版企業論 1 2
ジャーナリズム発達史 1/2 1
新聞実務 3 6
通信放送論 1 2
映画、スポーツ概論 1 2
外国新聞研究 1 2
出版法規 1/2 1
憲法 1 2
法制概論 1 2
政治学概論 1 2
社会学概論 1 2
時事問題研究 1 2
国際事情 1 2
演習 3 6
外国語 6 12
注：必修語学：英語
　　選択語学：フランス語、ドイツ語、ロシア語、中国語
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第二種科目（甲類） 単位 時間 /週
社会法 1 2
内外政党発達史 1 2
外交史 1 2
政治思想史 1 2
世界文化論 1 2
経済思想史 1 2
文化思想史 3 6
統計学 1 2
人口問題 1 2
民族学 1 2
財政学 1 2
社会政策 1 2
経済政策 1 2
代議制度論 1 2
自治制度論 1 2
交通論 1 2
労働問題 1/2 1
婦人問題 1/2 1

第二種科目（乙類） 単位 時間 /週
図書学 1 2
世論調査 1 2
宣伝学 1 2
社会法 1 2
世界文化論 1 2
文学概論 1 2
科学概論 1 2
特殊心理学 1 2
比較宗教学 1 2
教育学概論 1 2
文化思想史 3 6
民族学 3 6
人口問題 1 2
労働問題 1/2 1
婦人問題 1/2 1
国語問題 1 2
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演劇、音楽、美術 1 2
速記、タイプライター － －

第三種科目 単位 時間 /週
写真 － －

実用的新聞訓練は、大学新聞「日大新聞」制作への参加によってのみ行われる。

教員
新聞学科長は長谷川了で、加藤一雄が法文学部長である。
新聞学科の教員は、20 人の専任教授により構成され、うち 13 人は新聞学科目のみを担当し、さ
らに 5人の非常勤講師がいる。加えて、新聞、ラジオ、演劇などの分野の専門家らは週 1回特別講
義を行う。
日本の大学において新聞学は新しいものであるため、新聞学科の教員の多くは有名なジャーナリ
ストや新聞記者である。1947 年 9 月から 1948 年 3 月の期間に、読売新聞社社長の馬場恒吾や時事
通信社社長の長谷川才次が、日本大学で授業をしていた。今学期は、「政治新聞」の記事をたびた
び執筆した岩淵辰雄が「時事解説」を、中央労働委員会事務局長の鮎沢巌が「労働問題」を、明治
大学と東京大学の教員である小山栄三が「新聞原理」を、読書展望社の社長である木村毅は
「ジャーナリズム発達史」を、日本大学の村松正俊は「文化思想史（古代）」を教えている。現代日
本学者によりバートランド・ラッセルにも例えられている、主要な評論家である長谷川如是閑は、
現代文化に関する連続講義を行うために招聘されている。

大学と新聞社の協力関係
日本大学新聞学科の学生は、実践的な新聞社の仕事を、新聞社の工場や政府機関、その他の新聞
記者と関係がある場所を訪問することで学んでいる。日本大学新聞学科の卒業生が就職で優遇され
ることはないが、学部長は、将来雇用の機会が増えることを期待している。新聞社での実習訓練を
提供することに力を入れている。1947 年から 1948 年の冬休みには 3人の学生が読売新聞社で勤務
し、1948 年の夏休みには、おそらく数人の学生が同新聞社に雇用されるだろう。

立教大学
（6）

歴史
1948 年 4 月に、立教大学は「新聞学概論」と題した通年科目を開講した。それは文学部の学生

全員が履修を求められる社会学科目の一部である。現時点でさらに科目を追加する計画はない。

教育課程
本科目は週 2時間で、通常の単位が与えられる。1948 年 6 月 30 日時点で、145 人の学生が登録

していた。
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教員
東京大学新聞社社長の桜井恒次が、本科目の教員である。

大学と新聞の協力関係
立教大学の学生は、「立教大学新聞」を発行している。同紙の発行に参加しているのは、文化部
新聞学会のメンバーである。一部の新聞学を学ぶ学生も、大学新聞のスタッフである。

上智大学
（7）

歴史
上智大学は、日本で正式に新聞学科を設置した、初めての高等教育機関である。新聞学の講義は
1932 年 4 月に開設され、同大の専門学校の二年次と三年次に講義された。中等学校の卒業生に対
し、入学が認められた。25 時限分の新聞学の講義が、経済学部（Faculty of Economics）新聞学科
に設置された。
アメリカの高等教育システムにのっとった学制改革によって、アメリカの単科大学に相当する新
制大学が開設された。現時点では、半職業的な旧制専門学校の最後の 2年間がまだ実施されている
が、新制大学で新聞学を学ぶ一年次と二年次の学生は、新制の新聞学科の三年次と四年次に行われ
るカリキュラムの準備として、一般教養科目の講義に出席する。

教育課程
現在の在学生は 800 人がいるが、1950 年までには全学生数が 1200 人に増えると予測される。
300 人の新入生が 1950 年に入学することが予想され、うち 100 人が経済学部に、200 人が文学部
に登録されるだろう。経済学部にある、新聞学科を含む 5つの学科には、それぞれ 40 人の学生が
入学を許可される。1950 年から 1951 年に新たな学制への移行が完成したら、新聞学科には合計
160 人の学生が在籍することになる。
新しい新聞学科の最初の 2年間が、現在開講されている。一年次は、週に 12 時間英語で授業を
受け、4時間は日本文学、4時間は西洋史、2時間は市民論、2時間は数学、1時間は宗教入門の授
業である。二年次には、同じ時間数の教養科目が講義される。三年次は 1949 年 4 月に、四年次は
1950 年 4 月に開始される予定である。
以下にあげた新聞学の科目は、旧制学制のもとで運営されていた上智大学の専門学校の、二年次
と三年次に 90 人の学生に対して実施された講義である。1949 年から 1950 年の学年度の初めに、
専門学校のシステムは廃止され、専門学校の新聞学科は、四年制の新聞学科のそれぞれ三年次と四
年次の一部になる。四年制の課程を終えると、学生には学生は経済学学士の学位が授与される。

特殊科目：
三年次 単位 選択科目 単位
新聞学概論 2 特殊心理学 2
比較新聞学  2 放送論 1
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新聞史 4 1
社会学 4
民法 6
憲法 2
経営論 4
経済学概論 4
経済史 4
時事問題 2
セミナー 2

合計 36

四年次 単位 選択科目 単位
宣伝及び世論調査 4 速記術 4
ジャーナリズム政策 4 スポーツ 1
経営論 4 音楽概論 1
経済原論 4 演劇映画論 1
新聞記事 2 ファッション 1
写真術 1
広告論 2
論説執筆 1
資料収集 1
編集論 2
時事問題研究 2
ラジオ放送 1
映画 1
出版論 1
セミナー 2

合計 32
注： 現在、週 2 時間の講義は 1単位である。学生は一学期に 18 単位を履修する。1948 年から

1949 年の秋学期の開始とともに単位システムは変更され、語学科目を除く週 1時間の講義
が 1単位になる。語学科目は週 2時間の講義で 2単位の換算が継続される。
実習訓練は大学新聞の発行により行われる。

教員
3人の専任教授が新聞学の講義を担当している。粕谷源蔵とイマニチ・カオは、上智大学の正規
のメンバーで、東京大学の関係者である小野秀雄は上智大学と他の東京にある大学で新聞学を教え
ている。何、松宮、永島、武部、内海、山脇はこの大学の他学部と同様に新聞学科でも教えてい
る。
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大学と新聞社の協力関係
上智大学の学生は、不定期的に大学新聞の「上智大学新聞」を発行しており、ドイツ語名の

“Universitaetszeitung”としても知られている。大学新聞協会に所属する他の学生新聞とは対照的
に、上智大学の新聞は、同協会に所属しない。大泉によると、協会が教員や大学本部に対し不合理
なほどに批判的であり、その方針も概して急進的であるため、同協会には所属しないのだという。
この大学は他の新聞社と特別な交流はなく、学生も新聞社から優遇を受けることはない。

東京大学
（8）

歴史
1929 年、東京大学は、文学部の一部として新聞研究室を設置した。新聞研究室は、新聞、雑誌、
放送や映画の理論と実践を研究することを目的に設立された。1948-1949 年の学年度には「新聞学
概論」の 1科目が法学部で開講されている。この講義は週に 1時間行われる。春学期には約 100 人
の学生が、同科目を履修し、30 人の学生が研究プログラムに参加している。1947 年には日本新聞
協会から 12 万円の助成金を受けた。
東京大学は新聞研究所の設立を計画しており、1～2 年のあいだになされると予想される。同新

聞研究所は独立して機能し、総長による直接管理のみをうける。

教育課程
東京大学で新聞学を学ぶためには、学生は政治学部、経済学部、法学部か文学部の一年次終了
と、入学試験に合格することが必要である。新聞学科は二年制になる予定である。各科目は 50 人
までの学生が履修を許可される。
新聞学科のカリキュラムは、新聞研究室の研究に集約される。研究室は、研究、教育、研究のた
めの資料収集の 3つの部門に分けられる。研究部門は、新聞学の基礎理論の研究を実施し、世界各
国の新聞学について調査する。教育部門は新聞学の理論と実践的な技術を教授する。現在、新聞研
究室で働いている学生は、その勤務では単位を得られないが、独立の新聞研究所が設立されれば単
位を得られる。

以下の科目が、教授される予定である：
新聞論
実践ジャーナリズム
日本新聞史
日本の雑誌と出版物の歴史
外国新聞史
雑誌と出版物の基本原理
経営原理
放送原理
映画原理
ニュース取材法
報道手法
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編集論
報道実践
論説執筆法
編集論
文学批判と実践
漫画手法
広告
印刷芸術
撮影芸術
速記法
タイプライター

教員
現在の「新聞論」の科目は小野秀雄により教授され、三崎敦と何初彦が補助している。

早稲田大学
（9）

歴史
早稲田大学の新聞学科は、1946 年 9 月に政治経済学部に設置された。1年目には新聞資料室が開
設された。学部生のみが入学を許可され、1年目には 15 人の学生が在籍した。その後 2年間の年
度始めに新たな科目が追加されたので、現在は 3年間にわたって新聞学科目が提供されている。毎
年、50 人の学生が学科に入学を許可される。現在の在籍学生数は、聴講生を含めて 53 人である。
これらの学生のうち、20 人が一年次に、18 人が二年次に、15 人が三年次に登録されている。

教育課程
全ての学生は大学入学前に、予科で 3年間の教育課程を終えなければならない。同大での各科目
の講義は、週に 2時間行われる。新聞学科の学生は、1年目には 14 科目、2年目には 12 科目、3
年目には 8科目と新聞学セミナーを履修しなければならない。3年間を通じて、学生は 16 科目を
選択し、うち 7つは新聞学科目である。経済学士を取得するためには、学生は追加で 3つの経済学
科目を履修しなければならない。それは、世界経済、日本経済史、金融学である。政治学士を取得
するためには、学生は新聞学科の科目に加え、3つの政治学科目を履修しなければならない。それ
は、国際政治、日本史、官僚・政党論である。1949-1950 年の学年度には新たな制度が導入される
予定で、新聞学科を終えるには 4年を要し、卒業には 128 単位（いくつかの教養科目を含む）を取
得することが求められるようになる。
早稲田大学では、新聞学科の 3年生が実習新聞を編集する。英語版の実習新聞は 1948 年 2 月に

創刊され、今後は毎年 2月に発行される予定である。同時に、2つの日本語版が、10 月と 11 月に
発行される予定である。これらの実習新聞は、3年生により制作・編集され、地元の新聞社によっ
て印刷される。「早稲田大学新聞」と月 2回発刊される英語版の “Waseda Guardian”は、早稲田大
学の学生団体のメンバーにより発行されている。
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教員
早稲田大学の新聞学科には、新聞学、政治学、経済学の 14 人の専任教員と、大手新聞社に正式
に雇用されている 15 人の非常勤講師がいる。2人の専任教授は新聞学の科目のみを担当する。優
秀な専任教授として、新聞学科長の久保田教授、杉山教授、吉村教授、横山教授、稲村教授が挙げ
られる。非常勤講師は新聞学の技術的な面を教える。朝日新聞写真部次長の橋本貞が写真を、毎日
新聞連絡部長の岩下禎爾が通信と速記術を、朝日新聞編集員の荒垣秀雄が新聞文章論を、日本経済
新聞編集局次長の大軒順三が紙面製作を、加茂正一がタイプライティングを教えている。

大学と新聞社の協力関係
1947 年夏、早稲田大学新聞学科の学生 5人が見習いとして地元紙に雇用された。学生たちは、

農業誌や地元紙での雇用を好んで受けている。過去、新聞学科の卒業生は日刊紙からの雇用を確保
するのに苦労していたが、この状況が変化している。現在、新聞社では正式な記者訓練を行う傾向
があり、プロの新聞記者による技術研修での訓練が、現場実習でよりよい結果を生むことが期待さ
れている。

その他の日本の大学
（10）

同志社大学：京都
（11）

歴史
同志社大学は、1947 年 10 月に初めて新聞学の教育課程を文学部に設置し、そのプログラムは日

本新聞協会の教育委員会からの補助金により援助されている。

教育課程
同志社大学は週 1回の新聞学の入門講義を設置している。昨年はおよそ 80 人の文学部、法学部、
経済学部の学生がこの科目に出席していた。通常の単位が与えられる。さらに、学生が利用するた
めの新聞学研究室が運営されており、会議机や学生指導、参考図書も利用することができる。
1948 年の秋には、「新聞発達史」、「編集手法」と「新聞運営」科目が開設される。
同志社大学の学生は、大学新聞「同志社学生新聞」を発行している。

教員
以下の教授は、現在非常勤として新聞学科で教えている。新聞学科の設置を計画した文学部長の
園頼三、社会学の教授である伊藤喜久治、社会思想の教授である嶋田啓一郎、文学の教授である上
野直蔵だ。さらに、京都新聞社の社長である白石古京、大阪朝日新聞の論説委員である矢部利茂、
大阪朝日の整理部長である河東茂生は、「新聞一般論」、「総論」、「新聞実学」を教えている。

大学と新聞社の協力関係
日本新聞協会は、協会の加盟紙で働く人や、近畿、中国、四国地方にある協会の財政支援や指導
で新聞学科を運営している単科大学の学生や教員のために、同志社大学での連続講義を後援した。
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これらの講義は理論より実践を重視し、多くの人が参加した。
協力的な訓練や新聞学科の学生への就職斡旋などのための特別な取り決めはない。

神戸経済大学：神戸
（12）

歴史
神戸経済大学は、1947-1948 年の学年度に、日本新聞協会の教育委員会の支援により、新聞学の
入門講座を開講した。

教育課程
神戸経済大学の新聞学の講座は週 2回で 12 週間、合計 48 時間である。1947-1948 学年度には、
85 人の学生が登録していた。これらの学生は皆、講義課程とも密接な役割を果たす新聞学研究会
を組織し、新聞に関する研究課題について議論するために頻繁に集まっている。研究会は、ここ一
年間で豊富な研究資料を収集している。大学新聞「神戸経済大学新聞」は神戸大学経済会のメン
バーにより発行されている。

教員
元大阪朝日の香月保氏が 1948-1949 年に講義を行う予定である。1949-1950 年には、1名の訪問

ジャーナリストが東京から、そして 3名の新聞記者が大阪から来て共同で講義を行う予定である。

京都大学：京都
（13）

歴史
京都大学は 1947 年に初めて新聞学の連続講義を実施した。独立予算をつくる計画が実現できず、
連続講義は経済学部で行われた。新聞研究室が、1948 年 4 月に新大阪新聞社からの 5万円の助成
で開設された。

教育課程
法学部、経済学部、文学部の学生は新聞学に関する 2つの連続講義を履修した。これは現在も行
われている。1つ目の連続講義は、新聞学概論について 1947 年 5 月 5 日から 19 日にかけて行われ
た。同科目は 1日 2時間実施され、およそ 200 人の学生が出席した。2つ目の連続講義は、新聞学
発展史について 1947 年 11 月 18 日から 22 日にかけて行われた。回数と出席者数は前述した科目と
同様であった。1948-1949 年の学年度には、新聞学研究は新たに設立された経済学部の新聞研究室
により実施されている。京都大学の学生は、「京都学園新聞」（Kyoto Gakuen Shimbun）を発行し
ている。

教員
小山栄三が 1つ目の連続講義を行い、東京大学新聞研究室の責任者である小野秀雄が 2つ目を教
えた。
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大学と新聞社の協力関係
京都大学での新聞学の講義は、新大阪新聞社からの助成を受けている。

東北大学：仙台
（14）

歴史
東北大学の新聞学科は 1947 年に開設される予定であったが、要請していた日本新聞協会からの

助成金が間に合わなかった。現在、同学科は 1948 年の秋に開始されることが予定されている。

教育課程
新聞学科は法文学部に設置される予定である。経済学部と法文学部の、およそ 20 人の学生が登
録する予定であるが、この大学の他の学生も聴講生として出席するだろう。
法学士や文学士、経済学士の学位を取得することを望む学生は、各自の学部での学業に加え、下
記の科目のうち 5科目の試験に合格することが求められることになる。

新聞学概論
新聞学発達史
新聞学原理
新聞編集理論
新聞編集手法
新聞運営
ジャーナリズム科学
ジャーナリズム実践

以下の科目も予定されている。

世論研究
雑誌史
放送論
映画理論
外国新聞研究

大学と新聞社の協力関係
東北大学では、新聞学科の学生たちが、大学新聞「東北学生新聞」および東京以北の主要日刊紙
で大学とも密接な関係がある仙台で発行されている河北新報で、実習訓練が受けられるようにする
計画が進められている。

東北学院大学
（※２）
：仙台

（15）

歴史
東北学院大学は、本格的な新聞学教育が実施されている、日本で唯一の大学水準に満たない教育
機関である。東北学院大学の新聞学科は、1947 年 4 月に設立された。日本新聞協会の教育委員会
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から助成を受けている。

教育課程
以下の新聞学の科目が東北大学で行われている： 

新聞学概論　　　　1時間 /週
新聞学倫理問題　　1時間 /週
新聞学実践　　　　1時間 /週
（テキスト：New York Times の海外版 “News of the Week in Review”）
英字新聞読解　　　2時間 /週
（テキスト：New York Times の海外版 “News of the Week in Review”）

教員
2人の専任教授が東北学院大学で新聞学を教えている。1人は共同通信社の元社員である堀田栄
教授である。もう 1人はサクマ・ロク教授で、1948-1949 年の冬学期に行われる新聞学の科目を担
当する。

Ⅲ．新聞社による記者訓練
西日本新聞社：福岡
歴史
西日本新聞の記者教育委員会が、新入社員を訓練し、彼らにジャーナリズムの実践と新聞の運営
を熟知させることを目的に、1947 年 2 月に設立された。

教育課程
西日本新聞社の全ての新入社員は、1日 6～ 7 時間で 3週間のジャーナリズム研修を受けること

が求められる。科目には、連合国軍最高司令官により発布されたプレスコードや新聞倫理、西日本
新聞の規則、業務手順、広告、構成手法、そして現代世界における新聞の役割が含まれる。同委員
会は機関紙「新聞研究」を発行しており、その教育課程で用いられている。15 人の学生が、1948
年の上半期に、同課程を修了した。

教員
西日本新聞社の記者教育委員会は、元編集局長中原荒太郎が主導し、元制作局長権藤猛やイノシ
タ・ケンジロウ、アラキ・テルコほか西日本新聞の他部局長らが委員として手伝っている。

読売新聞社：東京
（16）

歴史
読売新聞の記者教育委員会は 1946 年 8 月に設立された。若手記者および軍務に長期間服してい

た社員が学生として選ばれた。3ヶ月間の課程が開始され、1948 年 7 月までに実施された 4つの課
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程から合計 28 人の学生が卒業した。

教育課程
読売新聞で記者教育の対象に選ばれた学生は、その籍を教育部に移される。このコースは、連合
国軍最高司令官により発布されたプレスコードや新聞倫理、新聞社の各部門で必要な専門技術に重
点を置いている。理論と技術の両方が教えられる。

通常の講義のスケジュールは以下の通り：
1．午前中の 2時間は、編集や販売、広告、印刷などの基礎が、社の各部長らにより教えられ
る。
2．記事執筆に関する実習訓練が、週 2回学生に行われる。はじめは火事や窃盗の報道といった
簡単な課題からはじまり、社会、政治、金融、文化に関する記事に進んでいく。繰り返し書き
直すことが重視される。
3．外部の専門家による特別講義が毎朝行われる。

教員
読売新聞社の社長で同紙の主筆でもある馬場恒吾が、記者教育委員会の委員長である。その他の
メンバーに、編集部長のヤスダ・ショウジ、教育部長のウネズ・ヤエゾウがいる。各部長や専門家
は、外部の専門家と同様に、記者教育課程の講師を務める。過去には、新聞学の分野で傑出した 2
人の権威者が教えていた。東京大学新聞学研究所の小野秀雄と、明治大学や東京大学で教えている
世論調査の専門家の小山栄三である

Ⅳ．大学の新聞学課程に対する新聞業界の反応
以下に示した出版されている論説からの引用は、日本の大学における新聞学教育の発展に対する
報道機関の典型的な反応である。

「読売新聞」1947 年 6 月 2 日
読売新聞社取締役四方田義茂氏は次のように述べた。

各大学で新聞の講義が行われ、新聞に対する認識が深まってゆくことは喜ばしいが、現在、
この教育が遂行されるには多くの問題があると思う、だいいち各大学の新聞教育を受けた人々
を各社で消化することは期待できない、そして、大学で実際教育がどの程度にできるかも疑わ
しくむしろその時間を一般的な常識の力を培うのに用いたほうがよいのではあるまいか。

（17）
　

「毎日新聞」1947 年 6 月 2 日
毎日新聞社連絡部長岩下遉爾氏は次のように述べた。

新聞教育は発足したばかりで末だとやかく批判すべきではなく、現在の学生諸君が職場にで
てからはじめて批判が行われるべきだ、そして技術的なことを大学で教える必要はないという
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声もきくが、やつて悪いとはないのではあるまいか、修得した技術は新聞人にならなくても社
会に出てから大きく役立つだろう、私としては、本社の仕事と両立させて教えに行くことは相
当困難だし、現に困っているのはテキストや参考書がないことだ。

（18）
　

「新聞之新聞」1948 年 2 月 13 日
つい最近までに新聞記者に対して大きな需要があるが、この状況は完全に変わってきた。無

論新聞学の卒業生は新聞業界に就職するには成功する。一部の卒業生も実現できないかもしれ
ない。新聞学の教員と学生もこの事実を真剣に考えなければならない。しかし、新聞学の卒業
生は新聞業界に就職できないとしても、新聞学科で習った知識は、文化的背景を要求する他の
業界に成功に役に立つべきである。

（19）
　

高須正郎は以下のように述べた：

自らの養成プログラムがあるため、新聞社は最初に大学のジャーナリズム教育を歓迎しな
かったが、この態度が変わっている。過去において新聞業界は大学を経済的などの面を援助し
てきた。例えば、今年に大阪新聞社は京都大学に 5万円の助成金を出し、河北新聞社は東北大
学の新聞学講義の発展を支援し、熊本日日新聞社は熊本外語専門学校に新聞学の講義を開設に
進めた。現在において新聞業界の支援が拡大し続いて、反対の声が少なくなっている。このよ
うな傾向は日本の全国において明白になっているにも拘らず、個別な新聞紙を除いてどちらの
新聞社が大学のジャーナリズム教育を積極的に支持するか反対するかを言い難い。それは、そ
れらの教育はつい最近に出現し、新聞業界への影響もまだ分からないのであるから。

（20）
　

以下の、新聞学教育分野における 2人の主要な教育者による意見からの引用は、彼らの同僚たち
が述べた意見を説明するものである： 

米山桂三、慶應義塾大学新聞学科教授、1948 年 6 月 30 日：

当初は、大学での訓練は、各新聞社での徒弟制度を好んでいた新聞社にはあまり評価されて
いなかったが、新聞社の態度は変化している。特に東京新聞、読売新聞と時事新聞は、正式な
訓練の意義に理解がある。労働組合は無関心である。

（21）
　

久保田明光、1948 年 7 月 1 日：

つい最近まで、大学の新聞学科の卒業生は、新聞社にとって特別有用であったわけではな
く、またその結果として、彼らの仕事は日本の報道機関において需要がなかった。しかし、今
では、新聞社は正式なジャーナリズム教育を奨励しており、また大学も、技術的な科目の多く
をプロの新聞記者に教えさせるなど、新聞社の需要に応えようと努力している。

（22）
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して訳出した。

（ 1）　会談：江尻進、日本新聞協会編集部門長、1948 年 7 月 19 日；高須正郎、日本新聞協会研究部門研究

員、1948 年 7 月 19 日

（ 2）　会談：ナカノ・テイイチ、中央大学教務部長、1948 年 7 月 1 日

（ 3）　会談：米山桂三、慶應義塾大学新聞研究所所長、1948 年 6 月 30 日；ハラダ・ヒサオ、文部省学校教育

局大学教育課、1948 年 6 月 11 日

日本新聞協会、The Present Condition of Journalism Courses at Japanese Universities and Colleges、

1947 年 6 月。

「新聞協会報」、（日本新聞協会の機関紙）、1948 年 6 月 2 日。

同上、1948 年 6 月 5 日。

（ 4）　会談：大塩亀雄、明治大学新聞学会長、1948 年 7 月 2 日。

（ 5）　会談：長谷川了、日本大学新聞学科長、1948 年 7 月 3 日；加藤一雄、日本大学法文学部長、1948 年 7

月 3 日。

（ 6）　会談：ミズムラ・ショウジ、立教大学教務部、1948 年 6 月 30 日と 7月 9日。

（ 7）　会談：神学部の大泉孝神父と神学部のHerzog 神父、1948 年 6 月 28 日。

（ 8）　会談：川田稔、東京大学新聞研究室、1948 年 6 月 6 日。

日本新聞協会、The Present Condition of Journalism Courses at Japanese Universities and Colleges、

1947 年 6 月。

「新聞協会報」、1948 年 1 月 5 日。

「新聞之新聞」、1948 年 7 月 7 日。

（ 9）　会談：久保田明光、早稲田大学新聞学科長、1948 年 7 月 1 日。

「新聞之新聞」、1947 年 3 月 12 日。

「新聞協会報」、1947 年 6 月 2 日。

（10）　大阪の関西大学が、1947 年 9 月から 1948 年 3 月に新聞学の課程を設置していた。適任の教員がいな

かったため、131 人の学生が出席を望んだにもかかわらず課程はその日以降継続されなかった。大学は

1948 年 10 月にこの課程を再開するつもりで、最終的には完全な新聞学科を創設する計画である。（会

談：ミズノ・サブロウ、関西大学法文学部教務部、1948 年 7 月 12 日。）

（11）　同志社大学文学部長園頼三の日本新聞協会業務委員会への報告書、1948 年 4 月 9 日。

（12）　神戸経済大学学長花戸龍蔵の日本新聞協会業務委員会への報告書、1948 年 4 月 9 日。

「新聞協会報」、1948 年 3 月 8 日。

（13）　京都大学経済学部長静田均の日本新聞協会業務委員会への報告書、1948 年 2 月 6 日。

（14）　東北大学法文学部長長谷田泰三の日本新聞協会業務委員会への報告書、1948 年 2 月 24 日。

（15）　東北学院大学学長出村剛の日本新聞協会業務委員会への報告書、1948 年 2 月 19 日。

会談：高須正郎、日本新聞協会研究部門、1948 年 6 月 20 日。

（16）　会談：ウネズ・ヤエゾウ、読売新聞教育部長、1948 年 7 月 12 日。

「新聞協会報」、1947 年 3 月 10 日。



75日本におけるジャーナリズム教育

（17）　「新聞協会報」、1947 年 6 月 2 日。

（18）　「新聞協会報」、1947 年 6 月 2 日。

（19）　「新聞之新聞」、1948 年 2 月 13 日。

（20）　会談：高須正郎、1948 年 6 月 29 日。

（21）　会談：米山桂三、1948 年 6 月 30 日。

（22）　会談：久保田明光、早稲田大学政治経済学部長、1948 年 7 月 1 日。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




